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Abstract 

The correlations between ecosystem and hu血血 activiti白血 rapid environmenta1 changes during 

由e Jomon p出od wぽe investiga句d b拙巴:d on s回.tigraphy and chronology by 阻alys田 of Holocene 

sed血阻胞皿d四diocarbon da血.g ofsedim四t ∞res from the Karnikita Plain. on the Karnikita Plain, which 
faces the Pacific ∞剖t ofNor也east Jap阻， marine and fluvial t，凹富田s cov町oed wi血 tephr描伽ived from 

Towada 阻d Hakkoda volcanoes 紅e well developed, and many Jomon 町ch師団logica1 sit，国， esp田ia1ly Shell 

Midden of the la伽 Earli田t Jomon are found. We clarified 由at Towada Chuseri 坤量a and fluvia1 deposi臼

叩nSls旬d of volcanic sediments influ四.ced 阻a1luvia1 depositional sy蜘mm 白e Karr首脳胞 Plain after a 

maximu血 ofthe Jomon Transgression. 

Keyも仰F也 radiocarbon dating;・ Jomon Transg四:ssion; Holocene sediments; Kamikiω plain; Towada 

Ch回eri tephra (To・Cu)

キーグ-/'" : ifjJ1;佐炭素ifftJ野茂吉，損害[Jt;療法 J3吉1!i;営者稼働 ; ..É;ft子Z!f!f; +fn/ll tp殺テプグ

はじめに

環境変動と人間活動とのかかわりを捉えるためには，環境が急激に変化した時期すなわち画期に

注目することが重要である(辻，1988; 圃木田ほか，2008; 工藤，2012 など)。それは短期間での急激な

変化期には，生態系だけでなく人間活動においてもダイナミックな質的変化が伴うからである。本

研究では 14C 年代測定を用いて画期となる時期の年代を明らかにし，前後の生態系や人間活動の

変化を明らかにすることを目的とする。これにより考古学や地質学，古生態学などのさまざまな分

野において共通の 14C 年代値を用いた議論が行えると同時に，他地域との対比も可能となってくる。
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0 ボーリ ングコア採取地点 企貝塚 ・ 遺跡 ・自然貝層

図 1 八戸・上北地域におけるボーリングコア採取地点および
縄文時代早期後葉~前期初頭の主要な遺跡分布

是川|縄文館と東京大学とによって共同研究が進められている。一木ほか (2012a) において，馬淵

川・五戸川・奥入瀬川流域の低地において採取された計 10 本のボーリングコアを用いて，上北平

野の地質層序や十和田中撤テフラの影響， Ha-1 コアの花粉分析結果について議論がなされている

(ー木ほか，2012a)。しかし，ボーリングコアの層相から対比を進めているものの，いまだ 14C 年代

測定値も少ない。そこで， 日ヶ久保貝塚付近のHk-1 コアを対象とし，シルト層から草本泥炭層へ

の変化時期を明らかにするために 14C 年代測定を行った。本報告では新たにボーリングコアの 14C

年代測定を行った結果を報告し，地質層序と年代について火山噴火と河川活動の影響の視点から考

察する。

試料と方法

試料は，縄文早期後葉，日ヶ久保貝塚付近の皿・1 コアの草本泥炭層から得られた植物遺体であ

る。すでに報告されている Ha-1 コアの年代測定においては，人為的な火入れなどの人間活動との

かかわりが示唆された炭片を試料としており(一木ほか，2012a) ，本報告においても同様に E並ー1 コ

アの草本泥炭層に含まれる炭片(炭化植物遺体)を主に測定対象とした。

測定試料 No.3 は草本泥炭層最下部の炭化植物遺体， No.2 は To-Cu の下位の草本泥炭層中の炭化

植物遺体， No.1 は To-Cu 上位の To-Cu 二次堆積物層中の植物遺体である。 No.1 の 1 点は To-Cu 二

次堆積物層に炭化植物遺体が含まれなかったため，未炭化の植物遺体を測定対象とした。
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試料調製は，まず埋没中に生成・混入した炭酸塩やフミン酸を除去するため， AAA 処理を行っ

た。アルカリ処理は， 0.01 '""1.2N 水酸化ナトリウム水溶液を用いて 80
0

Cで加熱し，徐々に濃度を濃

くし，水溶液がほぼ着色しなくなるまで行った。次に， AAA 処理後の試料約 6mg を，線状酸化銅

約 700mg とともに石英ガラス管に入れて真空にして封入し，電気炉 850
0

Cで 4 時間加熱して試料中

の炭素を二酸化炭素に変換した。これを真空ラインで精製し，鉄触媒を用いた水素還元によってグ

ラファイトを合成した。 14C 年代測定は 14C 標準試料とブランク試料とともに名古屋大学年代測定

総合研究センターのタンデトロン加速器質量分析計により行った(機関番号NUTA2)。

結果と考察

1. Hk・1 コアの 14C 年代測定結果

表 1 Hk-l コアの 14C 年代測定結果

No 試料番号 試料 層位

Hk-1 コア

Hk1-7 植物遺体 深度 ・ 207.0cm
To-Cu二次堆積物層

Hk-1 コア

2 Hk1-9 炭化植物遺体 深度本 ー280.4cm
草泥炭層(炭片を含む)

Hk-1 コア

3 HkH2 炭化植物遺体 深度本 -348.3cm 
草泥炭層(炭片を含む)

δ1 3C 14C年代 Lab. Code 暦年較正年代値 (caIBP ， IntCal09) 

(加速器，%0) (BP) (NUTA2-) 68 .2百 95.4目

28.9 2705 :!: 20 19231 

-27.3 5500 :!: 25 19232 

-27.3 5850 :!: 25 19233 

2845-2815(26.9%) 
2800-2765(41.3%) 

6310-6280(68.2%) 

6720-6700( 13.5目)
6695-6640(54.7目)

2850-2760(95 .4目)

6395-6365(7 .6百)
6350-6330(2.2目)
6325-6270(81.3%) 
6235-6215(4.3百)

6740-6630(93 . 5百)
6585-6570( 1.9目)

* OxCa14.2 を用いて較正曲線IntCa109 (Reimer et al，2009)で較正した。

Hk-1 コアは，おいらせ町日ヶ久保貝塚付近，奥入瀬川下流域の低地部で採取された。コアの長

さは 533cm である。採取深度約 350cm までシルト~有機質シルト層が堆積し，その上位には草本

泥炭層が厚く堆積した。泥炭層中の深度約 240'""220cm には厚さ約 20cm の十和田中撤テフラ

(To-Cu) が堆積し，その上位には厚さ約 20cm の To-Cu 二次堆積物層がのる。下部のシルト~有

機質シノレト層の珪藻分析により，淡水の影響が強い中で、海~汽水泥質干潟指標種が増加する時期

も認められることから，シルト層堆積期には付近に海~汽水泥質干潟が形成された可能性が示唆さ

れている(一木ほか，2012b) 。

測定結果から，有機質シルト層から草本泥炭層への変化時期は約 5850BP となり，この時期には

奥入瀬川下流域の台地縁辺部ではすでに湿地化していたことが明らかとなった。さらに To・Cu の二

次堆積物層に挟まる植物遺体の年代は約 2700BP となり，約 5000BP 前後と考えられている To-Cu

の降灰以降，時間間隙が存在することが明らかとなった。これは他のコアで確認されている浮石混

じり砂磯の河川性堆積物の存在からも，河川活動によって削剥・埋積を大きく受けた影響であると

考えられる。
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2. 沖積層層序と編年

上北平野の地質層序対比においては十和田中撤テフラ (To・Cu) が重要な鍵層となる(図 2)。本

地域で採取されたボーリングコアから To-Cu とその前後の良好な泥炭層が確認され， Hk-1 コアに

おいては海~淡水成の堆積物を得ることができた。しかし，縄文早期後葉の貝塚形成期に直接関わ

ると考えられる員化石を含むような海成層はこれまで得られていない。

ここで To-Cu の降灰年代についてまとめておきたい。中撤軽石中の炭化木片から 5390:!:140BP

(Gak-9761) (早;11 ， 1983) ，大矢沢野田遺跡で得られた To-Cu直下の泥炭から 5050土70BP (Beta-134974), 

5080土110BP(Beta-134971) (辻・中村，200 1) ，北八甲田における中撤軽石直下の土壌から 5250土90BP

(NUTA-5696) , 5320土90BP(NUTA-5790) (工藤ほか，2003) の年代値の報告がある。 一木ほか (2012a)

では， Ha・ 1 コアの To-Cu 直下の泥炭層中の炭片から 4900:!:25BP (PLD・ 19099) の年代値が得られ，

上記の結果からも To-Cu の降灰は約 5000BP 頃と考えてよいだろう。
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また縄文早期後葉の長七谷地貝塚や日ヶ久保員塚では，オオノガイやノ、マグリといった砂泥底群

集が主体となり多量に産出している。このことから少なくとも貝塚形成期には，広大な干潟が形成

されていたと考えられるロ員塚形成に関する年代については F 線測定法による報告があり，長七谷

地貝塚の赤御堂式期の貝層で 7180土150BP(Gak-7336)，岡県塚の早稲田 5 類期の貝層で 6570oU80BP

(Gak・7335) (青森県教育委員会，1980) ，赤御堂遺跡の赤御堂式期の貝層で 71 lOH20BP(N・2330) (八

戸市教育委員会，1989) という結果が出ている。海洋リザーパー効果も含め再検討をする必要がある

が，小林 (2012) の縄文土器編年と 14C 年代測定研究から，関東における早期後葉条痕文系の時期

は約 8500-7000四lBP，おおよそ 7700-6100BP の範囲と考えられることから，八戸・上北地域の

早期後葉の貝塚は今のところ約 7000-6500BP に形成されたと捉えておく。

以上から上北平野の沖積層層序と年代をまとめると，低地部では約 5800BP 以前は海~淡水成の

シルト層が堆積し，貝塚形成期の約 7000BP 前後，縄文海進によって形成された古八戸湾には，オ

オノガイや温暖種のハマグリなどが生息する砂泥底質の干潟が広がっていたロそして約 5800BP 以

降縄文時代前期前半には台地縁辺部では浅海化が進み，湿地化し草本泥炭が堆積した。約 5000BP

には To・Cu が降灰し，以降湿地的環境が継続するとともに，河川|流域一帯では河川活動による To・Cu

二次堆積物が堆積し，削剥・埋積の影響が大きかったことが認められた。

まとめ

本報告では 14C年代測定を用いて上北平野の沖積層層序と年代および古八戸湾の環境変遷を捉え

た。縄文早期後葉の貝塚群やボーリングコアの分析から，早期後葉の約 7000BP 前後にはすでに縄

文海進により湾奥部まで海域が広がり，遠浅の砂泥底干潟が形成されたロ縄文時代前期前半の約

5800BP 以降には台地縁辺では湿地化していたことが明らかとなった。そして十和田中撤テフラ

(To・Cu)が降灰した約 5000BP 以降は，二次堆積物の流下により流域一帯で削剥・埋積が進み，三

次堆積物の埋積が古八戸湾の消滅と上北平野の形成に大きく関わっていた。今後は，縄文早期後葉

の貝塚群の形成時期を再検討するとともに，新たなボーリングコアの採取や 14C 年代測定を進める。
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要旨

本研究では，縄文時代の急激な環境変動期における生態系と人間活動との関わりを明らかにする

ために，八戸・上北平野におけるボーリングコアの完新世堆積物の分析と 14C 年代測定によって，

層序と年代を捉えることを目指した。その結果，十和田中撤テフラ('lb-Cu) が降灰した約 5000BP

の縄文時代前期後半以降，河川流域一帯で河川活動による τb-Cu 二次堆積物の埋積と削剥が進み，

古八戸湾の消滅と上北平野の形成に大きく関わっていたことが明らかとなった。




